



Further Notes on the NAORA Nobuo Collection




学博士）は，1985 年（昭和 60）11 月 2 日，出雲市の自宅で死去した。享年 82 歳であった。 
　その少し前に，直良と春成が親しい関係にあったことを知る直良の長男，直良博人（当時，オース
トラリア国立大学生物科学研究所教授）から，直良関係の資料を国立歴史民俗博物館（以下，歴博と略


















































（Proboselaphus watasei  Matsumoto）の頭骨化石　中国四川省　中期更新世　1-2-10-1」に訂正する。
　巻頭写真「26　各種のシカの下顎骨化石　栃木県佐野市葛生　後期更新世　1-1-18-9」のうち，
「6・8 は 25 のプロボセラフスの下顎骨　中国四川省　中期更新世　1-2-10-1」に訂正する。3・5 も
付着している石灰華（トラヴァーティン）の状態が葛生産のものと異なるようにもみえるので検査が
必要であるが，現状では登録番号 1-1-18-9 のままにして「産地は不明」としておく。1-1-18-9 の
1 ニホンムカシジカ　栃木県葛生，4・7 オオツノジカ　栃木県葛生は，標本に墨で産地と採集年月
日を書きこんであるので問題はない。1-4-1 の 9 ヤベオオツノジカ（複製品）栃木県葛生大叶は，鹿



























化石であるとの指摘をうけた。そこで，2012 年 11 月 12 日，国立科学博物館図書室（筑波）で松本
の報告［Matsumoto 1915］に目を通す機会を得て，松本が新属新種として記載したプロボセラフス







































　この属種について 1942 年刊の P. テイヤール・ド・シャルダンと P. ルロイのChinese Fossil  
Mammals では，実際に使うには特徴が不十分で，将来，破棄されるかもしれないと註に書いてい































































　直良は，1931 年 4 月 18 日に上記の「旧石器」を採集した同じ地点で，崩壊した砂礫層から一部
露出していたヒトの寛骨片を発見した［直良 1936，1954］。これが「石の骨」つまり明石人骨である。










長谷部のNipponanthropus akashiensis はその後，「明石原人」と呼ばれることになる。1982 年に
いたって，遠藤萬里（当時，東京大学理学部）・馬場悠男（当時，獨協医科大学）は，世界の猿人から
現代人の寛骨と比較し，現代人骨の可能性がきわめて高いことを論じ［Endo and Baba 1982，1985］，
それ以降はこの説が最有力となり，現在にいたっている。
　私は，倉橋一三（当時，明石女子師範学校教諭）が撮影した付近の写真を，人骨発見直前の 1931 年





　私たちは 1985 年 3 月に付近の砂礫層を発掘して木片などを発掘していたので，2011 年にパレ
オ・ラボで再度，炭素 14 年代の測定をおこなった。その結果は，「43,400yrBP より古く，しかも
59,700yrBP を超える年代をもっている可能性がある」というものであった［春成ほか 2012］。
　なお，『目録』の巻頭図版 61 の「直良石器時代文化研究所所報」第 1 輯と第 3 輯の登録番号が誤っ
ており，目録には載っていないので，次のように訂正し，『目録』の 167 頁に追加する。「A-636-6-
1-49　『播磨国明石郡垂水村山田大歳山遺跡の研究』直良信夫　1926 年 1 月 1 日，直良が晩年に渡
辺九一郎からもらったもの」，「A-636-6-1-50　『中ノ御堂砂丘遺蹟』直良信夫　1927 年 6 月 1 日　
直良が晩年に渡辺九一郎からもらったもの」。
　『大歳山』は，直良が明石時代に自宅に「直良石器時代文化研究所」の表札をさげて，その所報
第 1 輯としてコンニャク版印刷，58 頁，30 部発行，『中ノ御堂』はその第 3 輯として謄写版印刷，






















約 2 丁はなれ，海面より約 200 米の高さにありて，現在小野田会社の採掘しつつある石灰岩の割れ
目より出でたるもの」で，採集者の佐藤辰之によると，「一時に約百斤位も出でたるも無智なる工夫






博物館蔵になっている標本であって［鹿間 1937］，私は 2007 年 2 月 15 日に東北大学理学部自然史標
本館を訪ね，根本潤の世話で観察することができた。残存長は11.1㎝，径は太いほうが 5.5㎝×5.3㎝，







1 壌土，2 褐色粘土， A 洞口，B 獣類化石床，C 現存する旧洞窟裂罅の一部，





















学院博士課程学生）がもっぱらクリーニングと同定作業をすすめ，最終的に筆者を含む 3 名で 2009

















































るが，ここでは長鼻類はナウマンゾウである［長谷川 1966，Hasegawa 1972，Kawamura 1988］。
　松ヶ江動物群のうち，個別に詳しい研究が発表されているのは，戦前の斎藤弘によるアカオオカ












Lutra nipponica Naora 1968（ムカシカワウソ）
は，荻野と大塚が食肉目イタチ科 Galictini（グ
リソン）の新属Oriensictis nipponica  Naora
とし，周口店第 1 地点の中期更新世の北京原
人骨に伴ったLutra melina［Pei 1934：76-80］
もOriensictis に編入した［Ogino and Otsuka 
2009］。Oriensictis は東洋のイタチ類似の哺乳
類の意味である（図 8）。グリソンは，メキシ



















　『目録』巻頭写真「1　第三紀の偶蹄類の下顎骨化石　Brachyodus japonicus  Matsumoto in 
Tokunaga　1-1-37」は，長崎県東松浦郡大野村池野炭坑第 4 坑（現・佐世保市大野町池野，廃坑）



















能直樹が再記載をおこない，進化史上の位置をはっきりさせた［Tsubamoto and Kohno 2011］。鍔本
らの研究によると，標本の下顎は小型で第 4 前臼歯の特徴はBrachyodus 属になくElomeryx 属に
認められることから，japonicus はElomeryx 属に移される。Elomeryx japonicus は，現在では後期
漸新世，佐世保層群の中里層から産出したとされ，フィッション・トラック年代は 28.1 ± 2.8 百万
年前～ 30.7 ± 3.7 百万年前の間，つまり約 3,000 万年前の陸獣である。鍔本らによると，後期始新世
のElomeryx の古いグループがヨーロッパ，中国南部・東部とアメリカ北部で確認されており，前
期漸新世のElomeryx japonicus は中国のElomeryx cf. crispus の進歩的なグループに属し，岡崎が
報告した後期漸新世の大型種のBrachyodus（これも鍔本らによりElomeryx に移されている）sp. は，
一時期新しくなるようである（図 10-1･2）。
　現在では，「日本列島最古の哺乳類」は，白亜紀前期（1 億 4,000 万年～1 億 1,200 万年前）の化石が，石












1  Elomeryx japonicus の下顎骨（NMJH-1-1-37）　2  「ブラキオダス ジャポニクス」［直良 1944］









1　エロメリクスの年代［Tsubamoto and Kohno 2011］
2　エロメリクスの系統［Tsubamoto and Kohno 2011］
図 10　Elomeryx japonicus の年代と系統
3　福島県三貫地貝塚のイヌの頭骨







































ついて 1 点 1 点の記載をおこなっているけれども，「会沢，宮田」産の「山猫」について記載してい
ない。また，直良はきちんと記述しなかったけれども，「会沢，宮田」を 1930 年代に調査した鹿間



















　この下顎骨標本は，下顎骨長（I1 前辺─関節突起端）が 7.4㎝，P3-M1 長は 2.6㎝，その大きさは野
島産イエネコの下顎骨長 6.4-5.2㎝，P3-M1 長 2.0-1.8㎝よりはるかに大きく，現生のツシマヤマネコ
Prionailurus bengalensis euptilura（Eliot， 1871）（下顎骨長 6.8㎝，P3-M1 長 2.3㎝）やイリオモテヤマ











洞産のヤマネコを「似小野猫 Felis  cf. microtis  =Felis bengalensis」というような表現がみられる












































1966］。しかし，”Felis caracal ? Gray”とリストにあるだけで標本の正式記載はない。長谷川は別
の機会に，「山口県下 2 地点からヤマネコよりやや大きい下顎骨が検出されている。鹿間のFelis  
cf. microtis とは明らかに異なる。時代はFelis  cf. microtis より古いと考えられる」と述べている
［長谷川 1979］。しかし，具体的な形態や根拠は示していない。
　以上のような理由で，直良コレクションの「会沢，宮田」ネコの下顎骨は，産出地の推定年代，























2,000 年前のものとされている［納屋内ほか 2008，小林ほか 2008，丸山ほか 2014］。ただし，標本は幼
獣の四肢骨である。弥生時代に稲倉を襲うネズミの難を避けるための装置としてネズミ返しを倉の
柱につける一方，ネズミを駆除するためにイエネコを朝鮮半島から移入したのであろう。
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新世の馬の新種Equus nipponicus と命名して発表した［Shikama and Onuki 1962］。それから 35 年
後，A．フォーステン（フィンランド自然史博物館）が地ノ森産の馬骨の炭素 14 年代測定を実施し
た結果，その年代は 1,530 ± 60 年 B.P.，つまり 5，6 世紀頃の家畜馬ということになった［Forsten 
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